
事業内容

成果

今後の課題

小中学生の通学路に防犯灯を設置する事業

実施期間

綾里地区防犯協会の所在する地域は、綾里小学校を中心に住宅が密集する地域です。
３月１１日に発生した東日本大震災の大津波では、綾里小学校も１階床上浸水の被害を受けまし
た。
以南に密集する住宅は小学校の校庭にがれきとなり押し寄せ、がれき撤去後の今日は、
電柱がまばらに点在する雑種地のような様となっております。
夜間ともなれば防犯灯がないことから漆黒の闇となり、町の中心地が異様な状態となっておりました。
小学校を中心とする被災した地区は、同時に通学路ともなっており、
上記の状態を察した地区の会長さんの提案から、早期防犯灯の設置が望まれておりましたが、
助成により、被災した４地区（港、岩崎、田浜、宮野）の基幹通学路に
９基を地区内唯一の電気工事店（千代田電気工事）に依頼し設置することが出来ました。

１基の単位を最小とするため、東北電力の電柱を支柱として借用して設置しました。
現在は被災した地域も明るく、夜間の通行に支障のない状態となりました。
被災した全ての道路に防犯灯を設置することが望ましいのですが、被災した地域は
建物がないことから電柱がなく、設置できない状態となっております。

課題はありません。本防犯灯設置後の電気料など維持管理の負担は各地区部落会となっており、
設置にあたり事前に各地区会長さんより了承を得て事業を実施しております。
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